
有意差検定





出典：https://support.minitab.com/ja-jp/minitab/help-and-how-to/statistics/equivalence-tests/how-to/equivalence-test-with-paired-data/before-you-start/example/

Minitabの事例

対応がある



➀「コンタクトレンズ洗浄液.MTW 」を開くか直接数値を入力する
→統計→同等性検定→対応のある をクリック

②検定サンプル←新規
参照サンプル←ﾄｯﾌﾟﾌﾞﾗﾝﾄﾞ

仮説←「検定平均値ー参照平均値」

対立仮説←下限限界＜検定平均
値ー参照平均値＜上限限界

下限限界← -0.5
上限限界← 0.5

OK

解析結果

ﾄｯﾌﾟﾌﾞﾗﾝﾄの平均角度±0.5度以内の
新規品の95%信頼区間が収まっているﾞ

両側のｐ値が何れも0.05以下の
ため、帰無仮説を棄却

→新規品は同等である



算出式 Excel関数

データ数 =COUNT(B2:B15)

𝝈 =
∑𝒊"𝟏𝟏𝟒 𝒙𝒊 − &𝒙 𝟐

𝒏 − 𝟏

=STDEV.S(B2:B15)

𝝈/ 𝒏 =B18/SQRT(B16)

平均値の差 =C17-B17

𝝈𝒅 =
∑𝒊"𝟏𝟏𝟒 𝒙𝒅𝒊 − &𝒙 𝟐

𝒏 − 𝟏

=STDEV.S(D2:D15)

𝝈𝒅/ 𝒏 =B22/SQRT(B16)

95%のｔ値 =T.INV(0.95,13)

5%のｔ値 =T.INV(0.05,13)

-0.5のｔ値 =(B21-(-0.5))/B23

+0.5のｔ値 =(B21-0.5)/B23 差＋（95%のｔ値）×標準誤差 =B21+B24*B23

差＋（5%のｔ値）×標準誤差 =B21+B25*B23

差≦ー0.5となる確率ｐ値 =TDIST(B28,13,1)

差≧0.5となる確率ｐ値 =1-TDIST(-B29,13,1)

Excelで検証→



-0.319606           0.0810335
-0.5 -0.11929

−0.11929 − −0.5
0.11312 = 3.3657

−0.11929 − 0.5
0.11312 = −5.4748

ｔ値 =
平均値の差 −同等性区間上下限値

差の分布の標準誤差

0.5

3.3657−5.4748

自由度13のｔ分布

いずれも、t値＜-2,16、2.16＜t値
（ｐ値＜0.05）で棄却域にあるので

帰無仮説は棄却、対立仮説採用
→-0.5＜差＜0.5

←差の分布

95％同等

-2.16       2.16

棄却域棄却域


